
2021年12月、パーソナル・アシスタンスとも創立20周年記念式

典では77分の作品「ともに生きる」を来場者の皆様にご覧い

ただきました。あれからおよそ２年９カ月。追加撮影と再編

集を行い、新たに91分の作品が完成しました。当法人の職員

で利用者でもある西田江里とケアスタッフが織りなす営み。

ともに支え、支えられながら生きていく姿を丁寧に描いたド

キュメンタリーです。映画は今秋10月26日（土）からポレポレ

東中野にてロードショー公開される運びとなりました。この

機会に是非ご覧いただきたく存じます。大変お得な前売りチ

ケットも取り扱っています。詳細は、パーソナル・アシスタンス

とも　広報担当児島までお問い合わせください。

連絡先：電話番号　047-304-8808

メールアドレスtomo@patomo.jp

第71号

ドキュメンタリー映画
「江里はみんなと生きていく」 劇場公開決定！
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西田江里さん、生まれも育ちも千葉県浦安。オシャレと絵を描くのが大好きな22歳
です。重い障害を持つ江里さんは、母・良枝さんと自宅で暮らしています。24時間
365日の介助が必要で、家族だけで命を守ることができません。
日常を支えているのはケアスタッフ。車いすを押してもらって買い物に行ったり、リサ
イクルショップで一緒に働いたり、外食したりと、楽しくも忙しい毎日を送っています。
そんな江里さんにカメラが密着。12年という撮影期間のなかで、様々な出来事が起
こります。気管切開して人工呼吸器を装着するかの選択を迫られたり、母から自立し
てひとり暮らしを始めたり、楽しい暮らしぶりだけではなく、医療的ケアが必要になっ
ていく不安や葛藤も映し出していきます。さらに、新米だったケアスタッフも成長し、
結婚・出産という人生の転機にも立ち会います。長い時間を共有するなかで、単にケ
アをする・されるといった立場をこえて、ともに生きる関係性を育んでいく江里さんと
仲間たち。一人一人のいくつもの人生の局面をあたたかい眼差しで映像にとどめ、そ
の営みに生きる希望を見出したドキュメンタリーです。

浦安の街で生きる西田江里さんと良枝さん。そしてその命を支えるヘルパーや医師や看護師たち。この暮らしぶりを映
像にとどめたいと思った。江里さんの障害は重い。食事や排せつをはじめ、呼吸するのも他者の助けが必要だ。ひとりで
は何もできない弱者だが、実に幸せそうに生きている。それを可能にしているのは、母親の良枝さんが筆舌に尽くしがたい
苦労を重ねて、この地に様々な福祉サービスを根付かせてきたからだと言っても過言ではないだろう。これについては、一
般的な図式だと、母親が娘のために様々な福祉サービスをこの街に作ってきたということになるのだが、わたしは、江里さ
んが母親をしてこの街に福祉サービスを作らしめたのだと考えている。社会福祉法人＜パーソナル・アシスタンスとも＞は、
江里さんが江里さんのために作ったのだが、それは決して自身のためだけでなく、支援を必要とする市民すべてに役立つ
ように作られたものだ。ここ数年、福祉の人材不足は深刻で、利用者は充分な支援サービスを受けることが難しくなってい
るが、〈とも〉は100人をこえるスタッフが、地域に暮らす1000人ほどの市民の生活を支えている。
わたしは、無批判に良枝さんや〈とも〉を称賛する者ではない。この取り組みを一般化するのも簡単ではないだろう。しか
し、浦安の街で展開されているこの実践は夢物語ではなく、現実だ。この試みが今後、発展していくのか、もしくは衰退して
いくのか。その将来は楽観できないが、本作が江里さんを中心とした営みが浦安に確かに存在したという証になり、悩み
苦しみながら生きている人たちのひとつの道標になれば幸いである。

障害はあるけれど、
自分らしく生きてます

監督

寺田靖範
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西田江里さん、生まれも育ちも千葉県浦安。オシャレと絵を描くのが大好きな
22歳です。重い障害を持つ江里さんは、母・良枝さんと自宅で暮らしています。
24時間365日の介助が必要で、家族だけで命を守ることができません。
日常を支えているのはケアスタッフ。車いすを押してもらって買い物に行った
り、リサイクルショップで一緒に働いたり、外食したりと、楽しくも忙しい毎日を
送っています。そんな江里さんにカメラが密着。１２年という撮影期間のなか
で、様々な出来事が起こります。気管切開して人工呼吸器を装着するかの選択
を迫られたり、母から自立してひとり暮らしを始めたりーー楽しい暮らしぶり
だけではなく、医療的ケアが必要になっていく不安や葛藤も映し出していきま
す。さらに、新米だったケアスタッフも成長し、結婚・出産という人生の転機に
も立ち会います。長い時間を共有するなかで、単にケアをする・されるといった
立場をこえて、ともに生きる関係性を育んでいく江里さんと仲間たち。一人一人
のいくつもの人生の局面をあたたかい眼差しで映像にとどめ、その営みに生き
る希望を見出したドキュメンタリーです。

命をつないで、たくさんの記憶を分かち合う。江里さんの家に遊
びにきた小学校の同級生の一人が口にした「ここは極楽」とい
う言葉が響く。江里さんのまわりに自ずと発生し、受け継がれる
コミュニティは、孤立が蔓延する現代社会にとっての希望だ。

障害が重く、医療的ケアも欠かせない江里さんが普通学級で学
び、地域で一人暮らしをする。それぞれの場面でクラスメイトが、
専門のヘルパーさんが江里さんに深く関わる。江里さんはみん
なに囲まれ、みんなと生きていく。映画を観て得られるのは感動
ではなく共感である。いいないいな、こういう地域って素敵だな。

重い障害のある江里さんを支える医療や福祉は、現実問題とし
てまだまだ十分ではありません。そうした環境の中で、親としてど
う手を離すか、この作品は江里さんの物語であるとともに、親御
さんの勇気の物語でもありました。見終わって、「江里はみんなと
生きていく」という映画のタイトルが心に沁みました。

西田江里
本作主人公

東京大学先端科学技術研究センター教授

熊谷晉一郎

元宮城県知事
   元慶應義塾大学教授

浅野史郎

全国社会福祉協議会会長
   元厚生労働事務次官

村木厚子

題字：八田芝翠プロデューサー：島田隆一 二見幸
制作：パーソナル・アシスタンスとも/おもしろ制作
助成：三菱財団語り：西田良枝　音楽：飯田俊明　撮影：水戸孝造
配給・宣伝：おもしろ制作　配給・宣伝協力：JyaJaya Films
ドキュメンタリー 2024年　日本　91分　DCP

eri-movie.com
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2 0 2 4 年 1 0 月 2 6 日（ 土 ）よ り ポ レ ポ レ 東 中 野 ほ か 全 国 順 次 公 開

下記の必要事項を明記の上、下記のメールまたはFAXよりお申し込みください。

編集人：社会福祉法人パーソナル・アシスタンス とも
〒279-0022 千葉県浦安市今川 1-14-52

２０２４年１０月２６日（土）より公開のポレポレ東中野ほか全国の公開される映画館でご使用いただけます。

Mail:　tomo@patomo.jp      FAX: 047-304-8821  パーソナル・アシスタンス　とも　児島宛
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